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ろーれんフラッシュ　

の
茶
屋

❾
稀
有
。
何
と
読
む
？

�
薬
を
の
ん
で
～
に
す
る
こ
と

��

足
す
こ
と
と
引
く
こ
と
。
〇
〇
〇

乗
除

��

旧
国
名
で
今
の
三
重
県
の
大
部
分

�
〇
〇
の
刻
ま
い
り

�
ね
だ
ん

�
卵
を
生
む
こ
と
。
～
期

�
〇
〇
あ
れ
ば
苦
あ
り

��

偉
大
な
人
。
大
人
物
。
～
の
伝
記

�
車
の
軸
、
車
の
心
棒

大阪労連共済

☎ 06-6357-6462  ⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局
大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

タ
テ
の
カ
ギ

❶
マ
イ
ッ
タ
と
白
〇
〇
を
上
げ
る

❷
色
気
よ
り
〇
〇
〇

❸
釣
り
の
成
果

❹
何
か
〇
〇
か
九
日
十
日

❺
制
限
・
指
導
を
行
う
こ
と
。
言
論

～
❻
タ
テ
22
を
捕
獲
す
る
装
置
を
備
え

た
船

❽
千
㎏
の
単
位　

�
値
段
の
安
い
こ
と

�
世
間
の
つ
き
あ
い
の
た
め
の
費
用

�
二
冊
揃
い
の
本
の
上
巻
で
な
い
方

�
新
顔
。
～
を
教
育
す
る

�
暗
い
所
。
～
に
ひ
そ
む
怪
し
い
影

�
戦
争
・
騒
動
。
応
仁
の
〇
〇

�
タ
テ
６
が
捕
獲
対
象
と
す
る
動
物

�
鉛
筆
の
〇
〇
を
削
る

�
出
る
〇
〇
は
打
た
れ
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶�

醜
い
ア
ヒ
ル
の
子
は
実
は
～
で
し

た
❺�

歩
く
こ
と
。
〇
〇
旅
行
、
〇
〇
競

走
❼
唇
に
歌
を
、
心
に
～
を
持
て

❽�

山
の
坂
路
を
登
り
つ
め
た
所
。
～

「
パ
ズ
ル
」の

応
募
方
法
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個人賠償責任共済の募集開始！
8,000名目標！.どっと来む 84

【とき方】二重カッコをアル
ファベット順に並びかえてく
ださい。あらわれた言葉・成
句・詩歌が答えです。

ヒ
ン
ト　

１
５
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０
円
以
上
な
い
と
健
康

で
文
化
的
な
生
活
は
送
れ
ま
せ
ん
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　７月29日、2017年おおさか女性行進が200人の
参加で行われました。女性の貧困格差をなくそうと
2000年に世界女性行進の呼びかけから始まった女
性行進。世界的に毎年続けているのは大阪だけで
す。『改憲NO!　STOP！やりたい放題アベ・維新
政治　未来へつなGO！憲法９条』をテーマに御堂
筋をパレードしました。

２
０
１
７ 

　
　
　

お
お
さ
か
女
性
行
進

　８月30日、第16回役員セミナープレ学習会を開
催。副実行委員長である、箕作勝則氏を講師に、「フ
ツーの生活って」と題し、学習会をおこない41人が
参加。韓国での最賃引き上げの取り組みをあげなが
ら、最賃引き上げの重要性を再認識しました。

第
16
回
役
員
セ
ミ
ナ
ー

プ
レ
企
画

　８月４日、泉佐野市内のホテルで開催され、170
人が集まり盛大に行われました。泉佐野市職労昼馬
執行委員長より、この和解をスタートに労使関係を
正常化し、職場や市政の民主化につなげるため、引
き続き奮闘する決意がのべられました。

泉
佐
野
支
援
共
闘
会
議

報
告
集
会

　京都で８月５日、近畿ブロック「働くもののいの
ちと健康を守る学習交流集会」が開催されました。
各県の活動報告を持ち寄り62人が参加。この秋の
運動となる,「働き方改革」との対決に向けて、全
労働省労働組合の宮木氏を講師に学習しました。

い
の
健
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

学
習
交
流
会

組合員募集中
お得な情報いっぱいのホームページに是非！一度アクセスしてみて下さい！！

新築・増改築・リフォーム・住まいの相談は

お気軽にお電話ください！！
０１２０-５０２-３９１に

��

貧
し
い
こ
と
。
〇
〇
す
れ
ば
鈍
す

る
�
ご
く
近
い
将
来

　

６
月
号
の
答
え
は
、「
リ
ス
ペ
ク

ト
の
政
治
」
で
し
た
。
応
募
数
は
ハ

ガ
キ
16
通
、
メ
ー
ル
54
通
、
合
計
70

通
で
し
た
。
次
の
10
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

山
本
達
也
（
通
信
労
組
）、
櫻
井
都

子
（
北
河
内
合
同
労
組
）、
矢
部
章

（
堺
市
職
労
）、
伊
藤
知
（
全
繊
維

大
阪
セ
ン
イ
産
労
）、
山
田
紀
美
枝

（
地
域
労
組
は
ん
な
ん
）、
石
丸
由

貴
（
高
石
市
職
労
）、
三
藤
聡
（
福

祉
保
育
労
）、
濵
名
徳
明
（
新
興
出

版
社
啓
林
館
労
組
）、
菊
池
弘
（
国

土
交
通
労
組
）、
寺
山
貴
善
（
府
職

労
）

　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
か
ら
72
年
、
つ
い

に
「
核
兵
器
は
違
法
」
が
国
際
ル
ー
ル
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
人
類
史
上
、
最
も
残
虐
で

非
人
道
的
な
兵
器
と
さ
れ
る
核
兵
器
の
禁
止
に

向
け
た
交
渉
会
議
が
開
か
れ
、
賛
成
１
２
２
ヶ

国
、
反
対
１
ヶ
国
、
棄
権
１
ヶ
国
と
い
う
圧
倒

的
多
数
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
国
連
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
、
こ
の
画

期
的
な
情
勢
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
世
界
大
会
の
メ
イ
ン
大
会
は
長
崎
大
会
で
す

が
、
広
島
大
会
も
日
曜
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
日
帰
り
の
企
画
も
行
わ
れ
、
大
阪
労
連

内
か
ら
も
、
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
「
次

の
世
代
を
戦
争
の
惨
禍
か
ら
救
う
」
と
い
う
第

一
義
的
課
題
と
共
に
、「
人
類
と
核
兵
器
は
共

存
で
き
な
い
」
と
い
う
被
爆
者
の
訴
え
を
、
適

切
な
形
で
反
映
さ
せ
た
素
晴
ら
し
い
内
容
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
、
核
保
有
国
な
ど
と
並
ん
で
条
約
に
背

を
向
け
て
い
る
と
い
う
許
さ
れ
な
い
事
実
が
あ

り
ま
す
。「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
広

げ
、
世
論
と
運
動
で
日
本
政
府
の
態
度
を
改
め

さ
せ
る
こ
と
、
条
約
を
支
持
す
る
国
民
的
多
数

派
を
作
り
上
げ
、
条
約
へ
の
調
印
と
批
准
を
求

め
る
、
ま
た
は
批
准
す
る
政
府
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
が
、
２
０
０
０
人
の
参
加
者

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　大阪労連共済では、９月中旬から来年１月１日開始の
個人賠償責任共済の新規と満期更新募集を行います。組
合員でまだ入られていない方は是非この機会に加入をお
勧めします。来年の「掛金は1,500円」と前年より
300円アップとなりました。どの保険会社も給付実績
が増えた事を理由に、保険掛金が引きあがっています。
どうぞご理解をお願いいたします。
　「この共済は、加入者が偶発的な事故で他人にケガを

負わせたり、他人の持ち物を壊したりした場合に、その
賠償金１億円を限度に共済金が支払われるものです」治
療費はもちろんケガをした方への休業補償や慰謝料も支
払われます。近年自転車事故が増え、その賠償金額も多
額になっています。家族の誰かが加入するとご家族全員
が補償対象です。月換算125円で同居家族全員の安心
が補償されます。是非この機会に職場の皆さんに声を掛
けて募集を広げて下さい。

原水爆禁止
2017年
世界大会

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

逮
捕
、
弾
圧
さ
れ
な
が
ら
も
「
仏

教
の
教
え
の
第
一
は
不
殺
生
、
人

の
命
を
そ
こ
な
う
戦
争
は
罪
悪
で

あ
る
」
と
の
主
張
を
曲
げ
な
か
っ

た
僧
侶
を
通
し
て
、
戦
争
を
告
発

し
平
和
を
願
う
思
い
を
込
め
た
映

画
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
老
い
た
落
語
家

の
目
を
通
し
て
戦
争
の
罪
悪
を
描

い
て
い
き
ま
す
。
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

で
一
世
を
風
靡
し
た
植
木
等
の
父

も
戦
争
に
抵
抗
し
た
僧
侶
の
１
人

と
し
て
登
場
す
る
の
も
話
題
で

す
。

　

安
倍
政
権
が
、
戦
争
法
、
共
謀

罪
を
強
行
成
立
さ
せ
て
、
憲
法
改

悪
へ
と
突
き
進
む
い
ま
、「
戦
争

反
対
」、「
憲
法
守
れ
」
の
国
民
世

論
を
広
げ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

す
。
情
勢
の
時
宜
に
か
な
っ
た
映

画
で
す
。
９
月
22
日
に
ド
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
完
成
上
映
会
が
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、
府
下
の
各
地
で
順
次

地
域
上
映
会
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

映
画
「
日
本
の
青
空
」
シ
リ
ー

ズ
は
、
憲
法
誕
生
の
秘
話
を
描
い

た
「
日
本
の
青
空
」（
２
０
０
７

年
）、
医
療
と
社
会
保
障
を
取
り

上
げ
た
「
い
の
ち
の
山
河
」（
２

０
０
９
年
）、
原
発
を
取
り
上
げ

た
「
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
」（
２
０

１
２
年
）
と
、
現
在
の
日
本
社
会

の
抱
え
る
国
民
的
課
題
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
第
４
作
「
明

日
へ
～
戦
争
は
罪
悪
で
あ
る
」

は
、
国
を
挙
げ
て
戦
争
に
突
き
進

ん
で
い
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
檀
家
か
ら
誹
謗
さ
れ
、
宗
門

か
ら
も
懲
戒
さ
れ
、
特
高
警
察
に

戦争に抵抗した僧侶たち

明日へ～戦争は罪悪である

議 　 長 川辺　和宏 大阪医労連 再
副　議　長 荒田　　功 大阪自治労連 〃
〃 金田　聖子 福保労大阪地本 〃
〃 小林　　優 大阪教職員組合 新
〃 坂本　一朗 国労大阪地区本部 再
〃 坂元　孝信 堺労連 〃
〃 福井　　勇 自交総連大阪地連 新
〃 舛田佳代子 大阪教職員組合 再

事 務 局 長 菅　　義人 生協労連大阪府連 〃
事務局次長 嘉満　智子 大阪労連 〃
〃 鴻村　　博 大阪自治労連 新
〃 中島　昌明 大阪医労連 〃

財 政 局 長 宮崎　　徹 化学一般関西地本 再
幹 　 事 有田　洋明 大阪自治労連 〃

〃 池田　　潔 大阪国公 〃
〃 岩井　繁和 大阪私学教組 〃
〃 岩城　　伸 生協労連大阪府連 〃
〃 植松　栄次 松原労連 新
〃 大神　栄一 郵政産業ユニオン大阪府協 〃
〃 岡本　　進 堺労連 再
〃 荻田　　智 建交労大阪府本部 〃
〃 奥田　竹子 福保労大阪地本 〃
〃 川﨑　　隆 大阪自治労連 〃

２０18年度大阪労連役員体制 幹　　　事 小山　国治 大阪自治労連 新
〃 志摩　　毅 大阪教職員組合 再
〃 代喜　伸吾 大阪医労連 新
〃 竹村　博子 北区労連 再
〃 辻　　将城 国労大阪地区本部 〃
〃 土橋　　豊 生協労連大阪府連 〃
〃 寺田　将士 福保労大阪地本 新
〃 遠近　照雄 大阪労連 再
〃 西口　　亮 東大阪労連 〃
〃 庭和田裕之 自交総連大阪地連 〃
〃 東中　　貢 全国一般大阪府本部 〃
〃 東野　明治 枚方労連 〃
〃 久松　博行 JMITU大阪地本 〃
〃 藤川　真人 大阪教職員組合 新
〃 冨士野三男 豊中労連 再
〃 藤原　邦昭 岸和田労連 〃
〃 前田　始彦 茨木労連 〃
〃 前村　和弘 建交労大阪府本部 〃
〃 松島　照男 金融労連近畿地協 〃
〃 松田　敏志 全印総連大阪地連 新
〃 松本　英児 生協労連大阪府連 再
〃 三崎　英規 年金者組合大阪府本部 〃

会 計 監 査 堀川　裕之 大阪国公 〃
〃 山崎　　聡 大阪私学教組 〃

退
任
さ
れ
る
役
員
の
み
な
さ
ん
　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

染
原�

剛　

（
医
労
連
）

田
中�

康
寛
（
大
教
組
）

山
田�
哲
也
（
松
原
労
連
）

市
本�
逸
也
（
自
治
労
連
）

武
田�

祐
司
（
全
印
総
連
）

日
野�

賢
二
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
労
組
大
阪
支
部
）

森
田�

敏
明
（
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
）

島
村�

一
弘
（
福
保
労
）　
　
　
　
　
（
順
不
同
）


